

















Incentive Design for Two Types of Organizational Learning 




 2.1 発掘と探査にかんする先行研究 
 2.2 ダイナミック・ケイパビリティと組織学習 
3. 発掘と探査のマルチタスク・モデルとインセンティブ設計 
 3.1 インセンティブ設計の基礎 


















であることはいうまでもない。しかし、組織がもつ慣性（Hannan and Freeman 1989）
やルーティン（Nelson and Winter 1982）といった経路依存的な特性を考えれば、シ
ングル・ループ学習による短期的な適応だけでなく、ダブル・ループ学習による長期
的な適応も同時に追求するのは難しい。 










る発掘に偏る傾向がある（Rosenkopf and Almeida 2003）。 
 組織研究や戦略研究では、企業が発掘と探査のバランスを維持する必要があり、さ
らにそれを実現するためにはどのような手法が有効であるかが論じられてきた
























る学習のタイプが発掘（exploitation of old certainties）であり、新たな機会を求める







































 2.2 ダイナミック・ケイパビリティと組織学習 
 資源ベース論（Resource-based view）の初期の研究は、環境適合的で、他社が模倣






















環境（ゲームのルール）そのものを創り出すべき点を強調している(4)（Helfat et al. 


















（Levinthal and March 1993; Tushman and O’Reilly 1996; Benner and Tushman 
2003; He and Wong 2004）。また、企業がそれらの組織学習のバランスを保つために
は、発掘と探査を別々の組織に担当させるという構造的な分離、およびルース・カッ
プリング型の組織が有効であると指摘されてきた（Christensen and Bower 1996; 






















































































 3.2 発掘と探査のマルチタスク・モデル 
 企業をリスク中立的、従業員はリスク回避的であると仮定する。また、発掘をタス




る努力の総量Aを一定と考えれば、݁ଵ ൅ ݁ଶ ൌ ܣ ሺ൐ 0ሻとなる。このときのタスク݅	の
成果をݕ௜	とすれば、ݕ௜	は以下のように表される。 










  ݓ ൌ ߙ ൅ ߚݕଵ (2) 
労働者がどの程度リスクを嫌う傾向があるかは、絶対的危険回避度係数ݎ	ሺ൐ 0ሻによっ
て表されるが、リスク回避的な従業員は一定のリスク回避度	ݎとなる効用関数をもつ
とする。このとき、従業員の努力の総量	ܣ ൌ ݁ଵ ൅ ݁ଶとその費用	ܿሺAሻ ൌ ܿሺ݁ଵ ൅ ݁ଶሻ か
ら、彼の得る確実同値額CEは、 




ܴଵ	ݕଵ ൅ ܴଶ	ݕଶを得るとすれば、その期待利得は従業員に支払う賃金wを引いた 
   Π ൌ Eሺܴଵݕଵ ൅ ܴଶݕଶ െ ݓሻ   
    ൌ ܴଵ݁ଵ ൅ ܴଶ݁ଶ െ ሺߙ ൅ ߚ݁ଵሻ (4) 
となる。ここで、ߚ ൐ 0を仮定すると、従業員の確実同値額 CE を最大にする努力水
準は݁ଵ ൌ ܣ かつ	݁ଶ ൌ 0 となる。これは、ݓ ൌ ߙ ൅ ߚݕଵ ൌ ߙ ൅ ߚሺ݁ଵ ൅ ߝଵሻ	より、従
業員は立証不可能なタスク 2（探査）の努力から報酬を受け取れないため、報酬に直
結するタスク 1（発掘）だけに努力を配分することを表している。このときの従業員
の期待利得をܥܧଵとすると、݁ଵ ൌ ܣ	に注意すれば、(3)より、 




   ܥܧଵ ൌ 0 (6) 
となるよう契約を設計する。このとき、(4) および (6) から、そのときの企業の期待
利得Πଵは、 
  Πଵ ൌ ܴଵܣ െ ܿሺܣሻ െ ଵଶ ݎߚଶߪଵଶ (7) 
となる。 




   ܥܧଶ ൌ 	ߙ െ ܿሺܣሻ (8) 




したがって固定給	ሺߚ ൌ 0ሻを採用すれば、従業員が努力をタスク 1（発掘）だけに振
り向ける状態を創り出さなくて済む。 
 さらにここでは、探査（タスク 2）にすべての努力を配分する状態を仮定すると、
従業員の努力水準は݁ଶ ൌ ܣ かつ	݁ଵ ൌ 0 となる。このときの個人合理性制約 (8) も、
(6) と同様に等号で成立するので、ߙ ൌ ܿሺܣሻとなり、企業の期待利得Πଶはߚ ൌ 0の仮
定および (4) より、 
   Πଶ ൌ ܴଶܣ െ ܿሺܣሻ (9) 
となる。 
 ここで、立証可能なタスクである発掘にインセンティブを与える (7) と、完全固定
給である (9) を比較してみよう。環境変化により、かりに企業にとって新たな価値の





















































































































 (5) インフォーマルな議論ではあるものの、例外としはRoberts（2004）がある。 
 (6) 詳しくは、伊藤（2003）、伊藤・小佐野編（2003）を参照せよ。 
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